
平成 29 年 1 月 19 日（木）午後７時から、城山地区の防災まちづくり検討

委員のメンバーをはじめ地区の皆さん方に集まっていただき、「第 10 回城山

地区防災まちづくりワークショップ」を実施しました。今回は、32 名（地区

住民 25 名、福島工業高等専門学校の教員 1 名、ほかに市職員 3 名、コンサ

ルタント 3 名）が参加し、「平城山地区防災計画」の最終確認を行いました。

ワークショップは今回が最終ですが、これからが本番。皆さん幅広い参加で地

区防災計画の実行に取り組みましょう。（これまでの活動経緯については裏面参照）

★地区防災計画を作成しました！

これまでの検討や昨年実施した防災訓練を踏まえ、

地域の防災力を向上していくための活動方針や取組

の内容を決めました。（詳細は、添付の概要版参照）

★皆さんの幅広い参加で実行しましょう！

地区防災計画は自助・共助による防災まちづくりを目指すものです。城山自

治会の災害に強いまちづくり部会を中心に、自治会内の他のまちづくり活動や

補助団体等と連携して、定期的に話し合いや活動の企画を進め、毎年 11 月 5

日近辺に「城山自治会防災訓練」を実施します。今後も皆さんの積極的な参加

をお願いします。
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■地区防災計画の構成

【地域特性と予想される災害】
○平城山地区の特徴・課題、これまでの災害発生状況等を確認しました。
○歴史ある地区の一方、がけ崩れ等の被害も度々発生していることがわかりました。

【活動の方針と計画】
○城山自治会の「５つのまちづくり」に沿って活動を展開します。
○一人暮らしの高齢者への連絡・支援をはじめ、顔が見える関係づくりを目指します。

【平時の活動(備え)と災害時の活動】
○城山地区の特性を考慮し、避難の際には危険箇所を避けることや、地震・風水害の違いで避難
先が異なることを明確にしました。

【実践と検証】
○毎年 11 月 5日近辺に「城山自治会防災訓練」を実施します。

第10号

(第 10 回防災まちづくりワークショップ)
いわき市では、地域防災力の向上に向け、平成 27･28 年度の２箇年わたり、
市内３地区で「防災まちづくりワークショップ」を 10 回ずつ行いました。



■計画づくりに参加した方（順不同）

相澤秀雄さん、飯島正敏さん、井狩美樹子さん、大平泰之さん、大和田裕子さん、木澤光

一さん、国玉健三さん、黒木禮子さん、小出京子さん、郡充さん、木幡隆慈さん、櫻田憲

央さん、佐川康宏さん、佐藤泰憲さん、塩見元彦さん、下山田二三さん、真木秀明さん、

鈴木章夫さん、鈴木康平さん、鈴木政康さん、鈴木好男さん、富岡加津江さん、中村則隆

さん、平野純さん、松崎博さん、飯土井利之さん、吉田功二さん、深谷シゲ子さん、本部

トシ子さん、阿部友子さん

ほかに、「平成 27 年度いわき市総合防災訓練」（県立磐城桜が丘高等学校で実施）、昨秋

の「城山自治会防災訓練」（城山公民館で実施）に参加された地区住民の皆さん

■計画づくりのあゆみ（これまでの防災まちづくり活動の経緯）

年度 時期 取り組み 内容

H27

年度

8/30
第 1 回

ワークショップ
◯総合防災訓練

10/8
第 2 回

ワークショップ

◯取り組みの全体像の共有

◯総合防災訓練のふりかえり

11/19
第 3 回

ワークショップ

◯まち歩きによる防災上の課題

の現地確認

12/17
第 4 回

ワークショップ
◯地区の防災上の課題の整理

2/18
第 5 回

ワークショップ

◯ハザードマップの作成

◯２年目の活動計画の検討

H28

年度

5/22
防災まちづくり活動

住民発表会

◯ハザードマップのお披露目

◯２年目の活動への呼びかけ

7/21
第 6 回

ワークショップ

◯２年目の取り組みの全体共有

◯課題を踏まえた対応策の検討

9/15
第 7 回

ワークショップ

◯地区防災計画の骨子づくり

◯訓練の骨子の検討

10/20
第 8 回

ワークショップ
◯防災訓練の企画等

11/5
第 9 回

ワークショップ
◯防災訓練の実施

1/19
第 10 回

ワークショップ

◯地区防災計画案の作成

◯今後の活動計画の検討

◆防災まちづくり活動支援事業に関するお問合せは

いわき市総合政策部危機管理課：植野(うえの)、藁谷(わらがい)

(電話 22-7551(直通))


